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1．はじめに  

プレア・ヴィヘア寺院はカンボジア，シェムリアップか

ら約 120km 北西のカンボジアとタイの国境に近いプ

レア・ヴィヘア州に位置するダンレク山地の海抜 625

ｍの断崖の頂上に，9 世紀にクメール王朝によって建

立されたヒンドゥー教の寺院である． 2008 年 7 月に

カンボジアの世界文化遺産として正式に登録された．5

つのゴープラとよばれる塔門がほぼ南北軸に沿って配

列されている（標高の高い順に第一ゴープラから第五

ゴープラと呼ぶ）．なお，寺院名のプレア・ヴィヘアは

クメール語で「神聖な寺院」という意味がある． 

 

2．第三ゴープラにおける石積み構造物の変状調査 

第三ゴープラには，東西両側に宮殿が配置されてい

る．しかし，本来左右対称に建立された東西の宮殿にお

ける石積構造物の変状が大きく異なる．西宮殿におい

ては，基壇の西側部分は直接岩盤に支持されており，変

状は小さいが，岩盤から離れる境界付近南面側で大き

く基壇は湾曲し沈下しており，上部の石積構造物の倒

壊が見られる（写真-1a）．一方，東宮殿では，東西両端

部コーナーに小さな落ち込みがみられるもの，基壇は

全体的にはレベルが保持されている（写真-1b）． 今後

の遺跡修復事業においては，第一に，東西宮殿における

変状発生のメカニズムを解明する必要があり，本研究

では，東西宮殿の直下の地盤の違い（特に，基礎となる

岩盤までの深さ）に着目した．そこで，本調査では東西

宮殿の周辺で水準測量および簡易貫入試験を実施し，N 

値（正確には，換算 N 値）の分布を調べた． 

3．3D レーザースキャナを用いた石積みの計測 

図-1a， b にそれぞれ西宮殿，東宮殿の 3D レーザース

キャナ計測より得た 3 次元座標のレーザー点群データ

および形状比較のために抽出した計測ラインをそれぞ

れ示す．まず，点群データを基壇下端ラインが x軸，奥

行き方向が y 軸，鉛直方向が z 軸となるよう座標変換

し，ある x 軸の値における鉛直断面を抽出した．図-2

に西宮殿における断面（図-1a）の計測ライン A－F）お

よび東宮殿における断面（図-1b）の計測ライン A－E）

の石積の形状をグラフで示す．本図より，東宮殿の壁面

の傾斜はほぼ垂直を維持しているのに対し，西宮殿で

は（特に，計測ライン B～Eにおいて）石積の倒壊や大

きな変位に伴う目地開きが発生している．今後，長期的

に継続的な計測を行うことで，東西宮殿の変状の進行

（経時変化）が観察でき，補修・補強に関わる意思決定

に利用することができる． 

 

4．簡易貫入試験 

第三ゴープラ東西宮殿において，図-3 に示すとおり，

計 37 箇所で簡易貫入試験を実施した．図-4a,b に 西

宮殿南側および東宮殿南側の典型的な N 値の分布を

それぞれ示す．これらの図より，西宮殿においては，基

盤となる岩盤は比較的浅い（0.5～1.0m）に位置し，そ

の上は N 値 5 程度の柔らかい表層土（風化土と推測

される）で覆われている．また，東宮殿においては，岩

盤の位置は 2.0m 以深であり，N 値が 5 程度の柔らか

い層と 10 以上の固い層の互層構造（人造の盛土と推

測される）が見られる．また，西宮殿の大きな変状が見

られる付近では，局所的に極端に N 値が小さい箇所が

見られ，水みちや空洞が形成されているものと思われ

る． 

 

5．推測される変状要因 

簡易貫入試験の結果が示すとおり，西宮殿において

は基盤となる岩盤までの深さが浅く，浸透した雨水が

不透水性の基盤に到達する速度が速く，容易に地下水

位が上昇することが考えられ，このことがすべり面付

近の有効応力の低下による表層土のすべりや水みちや

空洞の形成に大きく関わっているものと思われる．表

層土の不同沈下およびすべりが上部の石積構造物の崩

壊を引き起こしたと考えられる. 

6．まとめと今後の課題  
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ける変状の違いは基礎となる地盤の違いに起因する．

今後，以下に示す項目について調査を継続していく予

定である．  

� 簡易貫入試験および電気探査 

高密度かつ広範囲な岩盤深度分布の取得を目的

として実施する．  

� ボーリングおよびトレンチ調査  

� 西宮殿の基壇変状箇所や，東宮殿の互層構造（整

地のための盛土なのか？）を含めて地質構造を

詳細に調べる．  

� 地盤物性の把握  

各地点より土試料を採取し，あらゆる力学試験

や水理学特性の把握のための透水試験を実施す

る．   

� 地盤内の各種計測・モニタリング  

基壇変状箇所の土壌水分，水圧．地下水位などの

モニタリングを実施し変状要因の特定する． 
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図-3 第三ゴープラ付近の標高分布および簡易貫入試験実施箇所 
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図-1 点群データおよび計測ライン,a）西宮殿 b）東宮殿 
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図-2 東西宮殿の断面形状の比較 
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